
第２回 柳井・平生地域における道路整備に関する勉強会

議事次第

日時：令和元年６月２６日（水）１５：００～

場所：柳井市役所 ３階大会議室

１．開会

２．会長挨拶

３．議事

１）【資料１】地域との合意形成の取組について

２）【資料２】期待される整備効果について

３）【資料３】政策目標、対策案について

４）【資料４】対応方針について

５）【資料５】地域との合意形成方法について

４．閉会
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柳井・平生地域における道路整備に関する勉強会 の進め方

［目的］

柳井・平生地域の、現状の課題や地域の将来像をふまえた道路整備のあり方を

検討する。

（参考）

中国地方整備局

山口河川国道事務所

[主な検討内容]

・現状の課題について

・課題を解決するため

の対策案について

山口県土木建築部

[主な検討内容]

・地域の将来像について

・必要性について

・整備効果について

・都市計画について

・河川改修事業について

柳井市建設部

平生町建設課

[主な検討事内容]

・地域との合意形成方

法について

・地域との合意形成

について

『柳井平生地域の道路整備のあり方』検討結果とりまとめ

………

［委員］

国土交通省 中国地方整備局 道路部 道路計画課長

国土交通省 中国地方整備局 山口河川国道事務所長

山口県 土木建築部長

山口県 土木建築部 道路建設課長

山口県 土木建築部 都市計画課長

山口県 土木建築部 河川課長

柳井市 建設部長

平生町 建設課長

［検討体制］

連携連携



第２回
柳井・平生地域における
道路整備に関する勉強会

（地域との合意形成の取組について）

令和元年６月２６日

柳井市・平生町

資料－１



【機密性２情報】
住民アンケート
１）調査の概要

■調査期間
平成３１年４月２６日～５月２０日

■質問内容

1

■調査方法
①関係自治会へ配布、郵送回収
②市町庁舎や商業施設等への

アンケート票の設置
③事業所個別配布、直接回収

■対 象
下表の通り

関係自治会

柳井市（3自治会） 515世帯

平生町（8自治会） 516世帯

商業施設等設置

柳井市・平生町 945部

事業所個別配布

柳井市・平生町 2,711部

その他（対話型）

柳井天神まつり　　　　　 60部

■調査主体
柳井市・平生町

■調査名称
国道188号（柳井～平生）における地域の道路の検討に関するアンケート

●…アンケート票設置場所
●…アンケート配布自治会エリア



【機密性２情報】

2

住民アンケート
２）方法・対象者と回収率

■柳井天神まつり時調査状況

レトロ市民交流広場（柳井市中央二丁目）

■アンケート票設置状況

アンケート取組状況

商業施設設置状況 平生町役場設置状況

〇アンケート集計

区分 対象者 実施期間 対象地域等 配布件数 回収件数 回収率

地元自治会

柳井市 令和元年5月9日（木）～5月20日（月） 柳井市関係自治会（3自治会：全戸配布） 515 154 29.9%

平生町 令和元年5月10日（金）～5月20日（月） 平生町関係自治会（8自治会：全戸配布） 516 144 27.9%

商業施設等設置
柳井市
平生町

平成31年4月26日（金）～5月20日（月）
柳井市役所、平生町役場、ゆめタウン柳井、
ミスターマックス柳井店、マックスバリュ平生東店
アルク平生店

945 513 54.3%

事業所
個別配布

柳井市
平生町

平成31年4月26日（金）～5月20日（月）
市町内主要事業所、周東総合病院、柳井商工高校、柳井高校
※沿道の主な事業所従業員等に依頼

2,711 1,835 67.7%

対話型 柳井市 平成31年4月21日（日）※先行実施 柳井天神まつり 60 60 100.0%

合計 4,747 2,706 57.0%



【機密性２情報】
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住民アンケート
３）属性①

○柳井、平生関係自治会298件、商業施設等設置や直接配布により合計2,706件の意見聴取を実施。
○回答者のうち、柳井市、平生町からの回答が約65％を占める。
○回答者の性別は約6割が男性であり、年齢層としては10歳代～50歳代までが約8割を占める。

アンケート回収状況 居住地

性別 年代

柳井～平生

岩国市
180件(7%)

柳井市
1,264件(47%)光市

173件(6%)

上関町
38件(1%)

下松市
56件（2%）

その他
57件(2%)

田布施町
261件(10%)

平生町
534件(20%)

周防大島町

101件(4%)

周南市
42件(1%)



【機密性２情報】
住民アンケート

３）属性②

現在の国道188号（柳井～平生）の利用頻度

現在の国道188号（柳井～平生）の利用目的

○回答者の6割以上が検討区間を「週半分程度利用している」と回答。
○利用目的は「家事・買い物」「通勤」「通学」と回答した方が多く、目的地としては「柳井」「平生」に行く人が多い。

4

■道路利用者の利用目的 ■目的地

※複数回答あり



【機密性２情報】
住民アンケート
４）特に重視すべき項目

○道路整備を検討する際に重視すべきだと思う事項として、ａ（そう思う）の回答で比較すると⑤の救急医療拠点へ
の搬送に係る回答数が最も多い。

○次いで「⑦の安全性、安心に係る回答が多かった。次いで⑥、①の順となった。
○また、b（ややそう思う）の回答を含めると、すべての項目において賛成の意見が6割を超える結果となった。

【質問】 道路整備を検討するに当たり、地域の将来も踏まえどのような道路にすべきと思いますか？

5



【機密性２情報】
住民アンケート
５）道路整備に関するアンケート自由意見1/3

6

○道路整備に関する自由意見については、安心・安全に関する意見が最も多かった。（総回答数：３９６件）

安心・安全に関する意見
（185件）

●30年以上前からの事業なので早く整備し柳井警察署前～周東病
院～平生町宇佐木の渋滞解消し、自転車、通学、歩行者が本当にあ
ぶない為、自動車専用道路にする。
（平生町在住50代男性）

●通学、通院等日常生活におおいに影響があります。何より安全性
を大切にしてほしい。（柳井市在住60代女性）

●周東病院へ向かう登坂は前の車が見えない。道路の拡大、歩道の
拡大、周りの障害物をなくしたら安全になると思います。
（柳井市在住10代男性）

●交差点や信号が少なく、歩行者・自転車と車が通る道を区別できる
ような道路が良いと思う。（平生町在住50代女性）

●歩行者への安全性が確実に確保されている、事故が起きにくい道
路にしてほしい。（柳井市在住10代男性）

●平生や田布施地区から柳井市内の高校へ自転車で通学している
方に安全かつ平坦な道を作ってほしい。
（柳井市在住40代女性）

医療・介護に関する意見
（34件）

●周東総合病院利用者のスムーズな出入を実現するストレスの少ない道
路。（柳井市在住50代男性）

●平生の街中から柳井市に行く大きな道路はここしかなく、周東病院に行
くにしてもこの区間で何かあればたちまち車は混んでしまう。大きな道路
があればすごく頼りになる。（平生町在住40代女性）

●病院に来る人は高齢者が多く、車が多いため右折が困難ある。朝は加
えて学生も多いため危険。（周南市在住50代女性）

●周東病院へのアクセスを重視してほしい。
（柳井市在住50代男性）



【機密性２情報】
住民アンケート
５）道路整備に関するアンケート自由意見2/3

○道路整備に関する自由意見については、安心・安全に関する意見が最も多かった。（総回答数：３９６件）

観光・交流に関する意見
（13件）

●地域間交通を円滑に分散し、救急病院や観光周遊性に優れる道路
にしてほしい。早急にバイパスを作るべき。
（柳井市在住30代男性）

●サイクリングに適した道路。路肩を広くブルーラインをつけてほしい。
（柳井市在住50代男性）

●他県の方にも目的地がわかりやすく表示されていて利用しやすい道
路。（下松市在住50代女性）

産業・経済に関する意見
（9件）

●バス、トラック、救急車専用レーン（時間帯限定）の設置。
（平生町在住30代男性）

●中電柳井のLPG輸送トラックが頻繁に通行しても轍ができない道路。
（平生町在住40代男性）

●地域の発展のためにはバイパスが必要。（平生町在住60代男性）

7



【機密性２情報】
住民アンケート
５）道路整備に関するアンケート自由意見3/3

8

道路整備反対に関する意見
（11件）

●既存道路の交通網で現状十分に足りており、検討区間の必要性を
感じないため、教育面や社会福祉面の予算に充てるべき。
（柳井市在住性別不明）
●光熱水費が高く、福祉も充実しているとは言い難い人口減少著しい
この地域に新規道路は必要ない。既存の道路の歩道を拡幅したり、
ガードパイプを設置したりした方が役立つと思う。
（柳井市在住40代男性）
●人口増が考えられないのにインフラばかりに目がいくのはおかしい。
人と人を大事にすることが地域の活性化又若者を取り込むことのでき
る町になるのでは。（平生町在住70代男性）

新規路線整備要望に関する意見
（76件）

●現在74歳、元気な内に実現、生きている間に早急にお願い致します。
50年前から国道188号線が広くなる事（我が家の前あたり）を父母から
聞かさせており、早急に実現して頂きたく、交通量も多く事故もあり歩
道がせまく危険です。
（平生町在住70代女性）

●バイパスでの整備を要望します。（柳井市在住60代男性）

●平生に通勤のためバイパスがあったら助かります。
（柳井市在住30代女性）

現道整備要望に関する意見
（7件）

●バイバスではなく、188号の拡張で間に合うのでは？
（平生町在住70代男性）

●長年検討して実行されていないので、特に必要ないと思う。市町の
財政を考えると別の方法もあるのではないか。
（柳井市在住40代男性）

●土穂石川の改修をしているので田布路木橋の改修が必要。
（柳井市在住年齢不詳）

道路整備要望に関する意見
（61件）

●渋滞が起きにくい道路。（平生町在住10代女性）

●通勤・通学の時間帯に渋滞しないような道路がありがたい。（柳井
市在住60代女性）

●機能的な道路整備を。（柳井市在住40代男性）

●該当の区間は朝の通勤通学時の混雑がある。その改善を希望しま
す（柳井市在住50代女性）



【機密性２情報】
参考
高校生（通学者）を除いたクロス集計（１，９０４件）

○高校生（通学者）を除き、a（そう思う）の回答で比較すると、総集計に比べ全体的にａ（そう思う）の割合が増える
が、その中で①の賛成意見の割合が６割を超える。

【質問】 道路整備を検討するに当たり、地域の将来も踏まえどのような道路にすべきと思いますか？
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【機密性２情報】
参考
柳井・平生地域在住者クロス集計（１，７９８件）

○柳井・平生地域在住者により、a（そう思う）で比較したところ、総集計に比べ全体的にａ（そう思う）の割合が増え、
①の賛成意見も６割近くを占めた。

〇このクロス集計について、ｂ（ややそう思う）の回答を含めると、総集計と同じく、すべての項目において賛成の意
見が６割を超える結果となった。

【質問】 道路整備を検討するに当たり、地域の将来も踏まえどのような道路にすべきと思いますか？

10
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○周東総合病院前交差点を起点とした滞留が、最大で上り方向約５２０ｍ、下り方向約７２０ｍ発生。

○渋滞は、上り方向では周東総合病院前交差点を起点に約２１０ｍ、下り方向は田布呂木交差点を起点に約３８０ｍ発生。

○朝ピーク時には、病院の勤務者や通院者、高校への通勤・通学者の横断が集中する。

■交通量・渋滞長・滞留長

1

■渋滞長と滞留長（朝ピーク）

写真① （R1.5撮影）

至 下松

至 岩国

田布呂木交差点を
跨ぐ滞留

写真③ （R1.5撮影）

至 下松

至 岩国

周東総合病院前交差点を
起点にした滞留

＜上り方向＞

＜下り方向＞

※R1.5.21（火）交通実態調査結果

500m 400m 300m 200m 100m 200m 100m

7:00 70m

7:10 100m 20m

7:20 90m 20m

7:30 200m 10m

7:40 300m 20m 100m

7:50 260m 80m 150m

8:00 520m 210m 10m

8:10 210m 100m
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周東総合病院前交差点を起点に
田布呂木交差点を跨ぐ滞留が

最大約720m発生

520m

田布呂木交差点を起点にした
最大渋滞長は約380m

■交通状況
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＜下り＞
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最大滞留長：約720m
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※R1.5.21（火）交通実態調査結果

＜上り＞

最大渋滞長：約210m
最大滞留長：約520m

14,300台/12h(17,300台/24h)

12,600台/12h(15,500台/24h)

6,600台/12h

凡例

：断面 ：信号交差点
：断面交通量（国道188号） ： 〃 （感知式）
：断面交通量（従道路） ： 〃 （押しボタン式）
：横断者数（7-9時） ※周東総合病院前:7～10時、16～19時は定周期

渋滞長：交差点各方向の1回の信号待ちで通過できずに残っている車列の長さ

滞留長：信号が赤から青に変わった時点で停止している最後尾までの車列の長さ
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・全国平均死傷事故率を上回る箇所が
存在する。

・全国及び山口県直轄平均と比べて追
突事故の発生割合が高い。

・周東総合病院前交差点付近では、朝
ピーク時に、通勤車両や通学する高
校生、病院への通院者等が錯綜し危
険な状況。

・岩国市、山口県全体の観光客数は増
加傾向であるが、柳井市及び平生町
はほぼ横ばいである。

・県外からの観光客は少なく、岩国市
を訪れた観光客が柳井・平生地域ま
で回遊しておらず、広域的な周遊観
光が行われていない。

・柳井地区広域消防組合管内における
医療機関への搬送時間は県内で2番
目に長く、県平均を大きく超過。

・周辺地域には第三次救急医療施設が
ないことから、第二次救急医療施設
である周東総合病院は、救急医療の
重要施設との位置づけ。

・第三次産業が8割以上を占める柳井市
において、周辺地域からのアクセス
性に課題を有する。

・道路利用者会議においてトラック事
業者から渋滞を指摘。

・平成30年7月の西日本豪雨では、山陽
自動車道、国道2号等が全面通行止
めとなり、国道188号が東西交通の
迂回路として機能。発災直後は、激
しい速度低下が発生。

■政策目標（案）

安心・安全 観光・交流 産業・経済

地
域
の
課
題

政
策
目
標

産業振興を支援する
ネットワークの強化

災害等に強い
信頼性の高い道路
ネットワークの確保

観光振興の促進交通安全の確保
救急医療機関への

速達性・確実性の確保
2

医療・介護

ア
ン
ケ
ー
ト
・ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

・約８割が「歩行者や自転車の安全性
の確保・交通事故が少なく安心でき
る道路」にすべきと回答。

・歩行者の安全性が確実に確保されて
いる、事故が起きにくい道路にして
ほしい。(柳井市在住 10代男性)

・何より安全性を大切にしてほしい。
(柳井市在住 60代女性)

交通の円滑化

・約９割が「周東総合病院へ早く・確
実・安全に搬送できる道路」にすべ
きと回答。

・周東総合病院利用者のスムーズな出
入りを実現するストレスの少ない道
路にしてほしい。(柳井市在住 50代男性)

・平生町の街中から柳井市に行く大き
な道路はここしかなく、周東総合病
院に行くにしても、何かあればすぐ
に混んでしまう。(平生町在住 40代女性)

・約７割が「柳井市及び周辺各町の交
流人口の拡大・観光周遊性に優れる
道路」にすべきと回答。

・地域間交通を円滑に分散し、観光周
遊性に優れる道路にしてほしい。早
急にバイパスを作るべき。(柳井市在住
30代男性)

・他県の方にも目的地が分かりやすく
表示されていて利用しやすい道路に
すべき。(下松市在住 50代女性)

・約８割が「自然災害や交通事故によ
る通行止め発生時に代替路として機
能する道路」にすべきと回答。

・約７割が「既存企業の物流や企業進
出を支える道路」にすべきと回答。

・約８割が「買い物や通勤等、日常生
活の利便性向上につながる道路」に
すべきと回答。

・地域の発展のためにはバイパスが必
要。(平生町在住 30代男性)

・学校では、交通立哨や指導等、考え
られるあらゆる対策を講じているが、
物理的な対策ではないため限界があ
る。(柳井商工高等学校 教員) ・周東総合病院付近は渋滞が発生する。

救急車両は優先走行できるものの、
最徐行を強いられ時間ロスがある。
(柳井地区広域消防本部)

・渋滞がなく円滑になると、訪問看護
等の事業が効率化されサービスの充
実に繋がる。(柳井市高齢者支援課)

・1分1秒を争う患者も多く、救命率向
上のため少しでも早く救急搬送でき
る道路の整備を望む。(周東総合病院)

・当地域は、昨年の大島大橋の事故や
災害等が起こると、観光客の減に直
結する。渋滞解消、代替路の確保な
どが重要なファクターと認識してい
る。(柳井市観光協会)

・周防大島から田布施、上関まで一連
で周遊できるようにしたい。その面
で横に繋がる国道188号の役割は大き
い。(平生町観光協会)

・大型車による輸送があるが、病院周
辺は見通しも悪く、渋滞時は車の陰
から高校生が飛び出てくることもあ
り、非常に危険。(柳井市内 製造業)

・事故で長時間全面通行止めとなった
際には、大きな迂回を強いられ、物
流や従業員の到着遅延など業務に大
きな支障が生じた(平生町内 製造業)

・柳井市にはLNG（液化天然ガス）の供
給基地がある。災害等があっても何
とか届けなければならないため、災
害に強い道路や代替道路が必要であ
る。(中国電力関連会社 ESS)

・周東総合病院への右折車両が多く、
本線へはみ出すことがあり、大型車
が通り抜けできず渋滞し、これに起
因した追突事故が起こる。(柳井市内
運送業)



評価項目 評価のポイント

【案１】 バイパス＋一部現道拡幅（現都市計画ルート） 【案２】 現道拡幅案

現道の課題区間を回避する４車線のバイパスを整備し

残る区間の現道を拡幅する案
現道（対面２車線）を４車線に拡幅する案

道
路
整
備
に
よ
る
効
果
・
改
善
点

交通安全の確保
交通事故が起きにくいこと

歩行者の安全性が確保されること
〇

・バイパスへ交通転換することにより交通事故が減少

・バイパス区間に歩道が整備され、安全性が確保され
る

〇
・現道拡幅で右左折交通が分離され交通事故が減少
・全ての区間で歩道が整備され、安全性が確保される

救急医療機関への速達性・
確実性の確保

救急医療機関へ早く、確実、安全に搬
送できること

〇

・バイパスへ交通転換することにより渋滞が緩和し、
救急医療機関への速達性向上が見込まれる

・バイパス整備により、災害や事故等による通行規制
の影響を受けず、早く確実に搬送可能

△

・現道拡幅により交通処理能力が向上し、救急医療機
関への速達性向上が見込まれる

・災害や事故等による通行規制時には徐行が求められ
るため、効果は案1に比べ小さい

観光振興の促進 観光地へアクセスしやすいこと 〇
・バイパス整備により、事故等による通行規制の影響

を受けず、観光地へのアクセス性が向上
△

・現道拡幅により車線数が増加し、事故等による全面
通行止めのリスクは減少するものの、規制時には徐
行が求められ、観光地へのアクセスに時間を要する

産業振興を支援する

ネットワークの強化

物流時間の短縮や移動時間を読みやす
くし、産業活動を支援すること

〇
・バイパス整備により、走行性が確保され、速達性が

向上
△

・現道拡幅により交通処理能力が向上し渋滞緩和が見
込まれるが、効果は案1に比べ小さい

交通の円滑化 渋滞が緩和できること 〇 ・バイパスへ交通転換することにより渋滞が緩和 △
・現道拡幅により交通処理能力が向上し渋滞が緩和
・信号交差点が残るため、案1より速度低下

災害等に強い信頼性の高い
道路ネットワークの確保

災害や事故等による通行止め発生時に
多重性が確保されること

〇 ・バイパス整備により多重性が確保される △
・現道拡幅により車線数が増加し、全面通行止めのリ

スクは減少するものの、多重性は確保されない

配
慮
す
べ
き
点

環境等への影響 自然環境への影響が少ないこと △ ・土地を新たに改変する範囲が大きいため配慮が必要 〇 ・土地を新たに改変する範囲は小さい

生活への影響 移転等が必要な家屋が少ないこと 〇 ・４５軒 △ ・７５軒

工事の影響 工事中の交通規制の影響が少ないこと 〇 ・バイパス部工事のため、現道の交通規制は少ない △ ・現在の国道を拡幅するため、交通規制が多い

建設費 建設に要する費用が安いこと 〇 ・約７０億円 △ ・約８０億円

■対策案について

3

【案２】現道拡幅案 L=2.2km

現道拡幅区間 L=0.7km バイパス区間 L=1.5km

【案１】バイパス＋一部現道拡幅案（現都市計画ルート） L=2.2km
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（対応方針について）

資料４

令和元年６月２６日

中国地方整備局 山口河川国道事務所
山口県

柳井市・平生町

第２回
柳井・平生地域における
道路整備に関する勉強会



1

■対応方針について

地 域 の 課 題

安 心 ・ 安 全

医 療 ・ 介 護

観 光 ・ 交 流

産 業 ・ 経 済

政 策 目 標

◆ 交 通 安 全 の 確 保

◆ 救 急 医 療 機 関 へ の 速 達 性 ・ 確 実 性 の 確 保

◆ 観 光 振 興 の 促 進

◆ 産 業 振 興 を 支 援 す る ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化

◆ 交 通 の 円 滑 化

◆ 災 害 等 に 強 い 信 頼 性 の 高 い 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 確 保

１．政策目標

２．対応方針（案）

[理由]

○『【案１】バイパス＋一部現道拡幅（現都市計画ルート）』は、全ての政策目標の達成が見込める。

○『【案１】バイパス＋一部現道拡幅（現都市計画ルート）』は、移転等が必要な家屋や工事中の交通規制の影響が少なく、建設費が安いなど

【案２】現道拡幅案より総合的に優れている。

1

『【案１】バイパス＋一部現道拡幅（現都市計画ルート）』 を対応方針（案）とする
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第２回
柳井・平生地域における
道路整備に関する勉強会

（地域との合意形成方法について）

令和元年６月２６日

柳井市・平生町

資料－５



【機密性２情報】

第
２
弾

第
２
弾

柳井・平生地域における
道路整備に関する勉強会

住民・地域との情報共有、合意形成の取組

第１回勉強会

住民・地域との
情報共有、合意形成の取組

住民アンケートの実施

広報活動
（ホームページ、広報紙、

ケーブルテレビ等）

第
１
弾

第
２
弾 合意形成

（意見交換会：オープンハウ
ス形式、座談会形式）

企業ヒアリングの実施

第３回勉強会第３回勉強会

第２回勉強会

１



【機密性２情報】住民・地域との情報共有、合意形成の取組

＜広報活動＞ ＜合意形成＞

▲広報ひらお

◆広報紙

●広報紙での記事掲載を行い検討状況を周知
〇広報やない
・7月11日号掲載予定
・10月掲載予定（特集記事）
〇広報ひらお
・7月号掲載予定
・10月掲載予定（特集記事）

◆ホームページ

〇公式ホームページにて検討状況
をタイムリーに情報提供

平生町については、バナーからリンク

◆SNS◆ケーブルテレビ

柳井市政だより7月放送予定

柳井市公式Facebook

平生町Facebook

柳井市Twitter

２

■意見交換会の実施（座談会形式）

都市計画や河川改修の課題があり、病院、学校、事業所が立地して

いる柳井市側においては、座談会形式による意見交換会も開催する。

〇開催：３回

〇対象：関係自治会、

病院、学校関係者ほか

▲意見交換会（座談会形式）のイメージ

■意見交換会の実施（オープンハウス形式）

地域及び道路の課題、今後の都市間連携軸の必要性等について

オープンハウス形式による一般住民との意見交換会を開催する。

〇開催：柳井市、平生町にて

計３回

〇対象：一般住民

▲ショッピングモールでの意見交換会のイメージ

（H30. 2 国道整備のオープンハウス）
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